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	司会・コーディネーター
	公立小松大学 学長補佐（研究担当）

	髙木 祐介
	　テーマ　
	開会あいさつ　公立小松大学　学長　志村　恵
	講演①　1６：05～1６：35


	翻訳実践から見る日本古典和歌の異文化への伝達 ―同音異義表現を例に―
	日本の古典和歌は、その文化的背景となる日本の貴族文化に根差していることはいうまでもなく、特殊な修辞法やモチーフ大系を用いており、独特な世界観を持つ。和歌を外国語に翻訳することは、異なる言語に置き換えることのみではなく、文化の伝達でもある。和歌の特徴を異文化の読者へ伝達するには双方の詩歌の伝統や文化的背景を考慮したうえ、多くの工夫が必要である。本発表では、日本古典和歌の特徴の中、伝達が特に困難である同音異義表現を基にした修辞法の翻訳方法について、近年の研究と実践を基に紹介する。
	FITTLER Áron
	講演②　1６：35～17：05


	雷雲、雨、雪のなかの”電気”を見たい 〜古くて新しい雷の研究〜
	雷は身近な現象ですが、現在も多くの未解明課題が残されている。石川県で見られる冬の雷は、世界でも限られた地域でしか観測できない。一般的な夏季雷と異なる冬季雷の特性は、雷研究における謎を解く鍵となる。私たちの研究グループは雷雲、雨、雪のなかに潜む”電気”を捉える計測システムを独自開発(近年のIoT技術を応用)し、地域の皆様のご協力を得ながら観測に取り組んでいる。本発表では石川県と雷研究の歴史に触れながら、最近の研究成果を紹介する。
	山下　幸三
	閉会あいさつ



